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二
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『
三
品
経
』

の
餓
悔

に

つ
い
て

藤

近

恵

市

本
論
稿
は
、
懺
悔

・
随
喜

・
勧
請
に

つ
い
て
説

い
た

『
三
品
経
』

が
、
初

期
大
乗
仏
教
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
特

に
懺
悔

の
側
面
か
ら
考
察
を
す
る
も
の
で
あ

る
。
『
三
品
経
』
の
懺
悔

に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
原
始
仏
教
や
大
派
仏
教
に
お
け
る
懺
悔
の
特

徴
を
見

て
み
た
い
。

懺
悔

は
、
月
二
回
の
布
薩
や
夏
安
居
最
終
日
の
自
恣
に
行
わ
れ
て
い

た
。
そ

の
具
体
的
な
記
述
は
、

『

律
』
・
『摩
詞
僧
祇
律
』
・
『
五
分

律
』
・
『四
分
律
』
等
の
諸
律
で
規
定
さ
れ
る
波
羅
堤
木
叉
に
示
さ
れ
て

い
る
。
波
羅
堤
木
叉
と
は
、
僧
伽
に
入
っ
た
比
丘
や
比
丘
尼
が
守
る
べ

き
規
則
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
比
丘
の
場
合
は
二
百
五
十
戒
の
条
文

で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
が
八
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
(
1
)

(1
)

波
羅
夷
法

は
、
殺
し

・
盗
み

・
婬
・

大
妄
語

の
重
罪
で
あ
り
、
犯
せ
ば
僧
伽
か
ら
追
放
さ
れ
る
。
原
則
と
し

て
懺
悔

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

(2
)

僧
残
法

は
、
性
関
係
の
罪

・

破
僧
の
罪

・
他
の
僧
を
波
羅
夷
罪
と
し
て
誹
謗
す
る
罪
等
で
、
現
前
僧

伽
の
面
前
で
臓
悔
し
、
七
日
間
贈
罪
し
た
者
を
許
す
も
の
で
あ
る
。

(3
)

不
定
法

は
、
比
丘
が
女
性
と
共
に
居

た
時
の
罪
で
あ
り
、
罪
の
内
容
が
明
確
で
な

い
場
合
に
は
、
証
人
の
言

葉
に
よ
り
罪
が
決
定
す
る
。
懺
悔
に
よ

っ
て
無
罪
に
な
る
に
は
、
僧
伽

の
調
査
を
受
け
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

(4
)

捨
堕
法

は
、
比
丘
が

所
有
の
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
を
持

っ
て
い
た
時

の
罪
で
あ
り
、
所
有
物

を
捨
て
て
、
清
浄
な
る
比
丘
の
前
に
懺
悔
す
る
も
の
で
あ
る
。
捨
て
た

物
は
、
懺
悔
の
後
に
返
還
さ
れ
る
。

(5
)

波
逸
堤
法

は
、
妄
語

・
悪
口
等
の

軽
い
罪
を
九
十
条
集
め
た
物
で
あ
る
。
清
浄
な
る
比
丘
の
前
で
、
罪
を

懺
悔し
て
、
二
度
と
犯
さ
な
い
こ
と
を
誓

っ
て
放
免
さ
れ
る
。

(6
)

波
羅
堤
堤
舎
尼
法

は
、
食
物
に

関
す
る
罪
で
あ
る
。
受
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
食
べ
物
を
受
け
て
、
食

べ
た
後
に
気
が

つ
い
た
場
合
に
、
比
丘
の
前
で
懺
悔
す

る

も

の
で
あ

る
。
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(7
)

衆
学
法

は
、
比
丘
の
日
常
の
行
儀
作

法
を
規
定
し
て
い
る
。
特
に
罰
則
は
な
く
、
心
の
中
で

懺
悔し
て
、
再

び
犯
さ
な
い
こ
と
を
誓
え
ば
許
さ
れ
る
。

(8
)

滅
謳
法

は
、
僧
伽
内

の
争

い
を
解
決
す
る
規
則
で
あ
る
。
罰
則
規
定
は
な
く
、
僧
伽
組
織
の

維
持
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
律
蔵
』
の
波
羅
堤
木

叉

で
は
、
僧
伽
内
に
お
け
る

現
実
の
修
行
生
活
の
中
で
戒
律
を
破

っ
た
場
合

に
、
現
前
僧
伽
や
清
浄

な
る
比

丘
の
前
で
懺
悔
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
『
三
品
経
』

の
懺
悔
の
特
徴
を
検
討
し
て
み
た

い
。
平
川
氏

に
よ
れ
ば
、
『
法
鏡
経
』
に
引
用
さ
れ
た

『三
品
経
』
は
最
古

の
大
乗

経
典
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
成
立
は

一
世
紀
以
前

或

い

は
紀

元

前

に

ま

で
遡

る

と

見

て

い
る

。
(
2
)

そ

の
内

容

は
次

の
よ
う

な

も

の

で
あ

る
。

居
家
修
道
者
。
仮
使
為
離
師
者
之
教
誨

。
時
世
無

仏
。
無
見
経
者
。
不
与
聖

衆

相
遭

遇
。
是

以
当
稽
首
十
方
諸
仏
。
亦
彼
前
世
求
道
所
行
志
願
之
弘
。
願

者
其

一
切
成
就

仏
法
之

徳
。
以

思
念
之
代
其
喜
。
於
是
昼
三
亦
夜
三
。
以
誦

三
品
経
事
。

一
切
前
世

所
施
行

悪
。
以
自
首
誨誇
。
改
往
修
来
。
為
求
哀
於

一

切
仏
。
以
法
故
患
傷
之
。
亦
以
無
央
数
無
極
之
法
患
傷
之
。
(
3
)

こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
で
は
、
紀
元
前
後
の
頃
に
、
在
家
の
修
道
者
が

十
方
諸
仏
に
対
し
て
、

昼
に
三
回
、

夜
に
三
回
、

『
三
品
経
』
を
読
誦

し
て
、
前
世
に
犯
し
た
あ
ら
ゆ
る
悪
行
を
自
ら
懺
悔
し
て
い
た
こ
と
が

『
三
品
経
』
の
懺
悔
に
つ
い
て

(藤

近
)

わ
か
る
。
静
谷
氏
は
、
こ
の

『
三
品
経
』
に
最
も
内
容
が
近
い
も
の
と

し
て
、
原
始
大
乗
に
属
し
、
礼
仏
懺
悔
を
説
く

『
舎
利
弗
悔
過
経
』
を

あ

げ

て

い
る

。
(
4
)

第

一
弟

子
舎
利
弗
。
起
前

長
脆
叉
手
問
仏
言
。
若
善
男
子
善
女
人
意
欲
求
仏

道

。
若
前

世
為
悪
。

当
何

用
悔
之
乎
。
仏
言
。
善
哉
善
哉
。
舎
利
弗
。
憂
念

諸
天
人
民
好
及
如
是

。
仏
言
。
若

善
男

子
善

女
人
欲
求
阿
羅
漢
道
者
。
欲
求

辟
支
仏
道
者
。
欲
求
仏
道
者
。
欲
知
去
来

之
事
者
。
常
以
平

旦
日
中

日
入
人

定
夜
半
鶏

鳴
時
。
澡

漱

整
衣
服
。
叉
手
礼

拝
十
方
。
自
在
所
向
当

悔
過
言
。

某
等
宿
命
従
無
数
劫
以
来
所
犯
過
悪
。
至
今

世
所
犯
婬
失

所
犯
瞑

怒
所
犯
愚

癡
。
不
知
仏
時
。
不
知
法
時
。
不
知
比
丘
僧
時
…
…
某
等

諸
所
作
過

悪
。
願

従
十
方
諸
仏
求
悔
過
。
令
某
等
今

世
不
犯
此
過
映
。
令
某
等
後
世
亦

不
被
此

過
殃

。
(
5
)

こ

の

よ
う

に
、
善

男

子

善

女

人

が

、

阿
羅

漢

道

、

辟

支

仏

道

、

仏

道

、

去

来

之

事

を

求

め

よ
う

す

る
な

ら

ば

、

平

旦

日

中

日

入

人

定

夜

半

鶏

鳴

時

、

す

な

わ

ち
昼

夜

三

回
ず

つ
、

十

方

諸

仏

に
向

か

っ
て
、

無

数

劫

以

来

自

ら

犯

し

て
き

た
悪

を

悔

過

す

る

こ
と
、

す

な

わ

ち

懺

悔

す

る

こ
と

が

言

わ

れ

て

い
る

。

静

谷

氏

は
、

『
舎

利

弗

悔

過

経

』

に

つ

い

て

次

の
よ

う

に
述

べ

て

い
る

。

ど
の
よ
う
な
人

々
の
た
め
に
作

ら
れ
た
も

の
で
あ

る
か
と
い
う
と
、

そ
れ
は

冒
頭

の
舎
利
弗

の
質

問
か
ら
知
ら
れ
る

よ

う

に
、
「
仏
道

を
求

め
る
者

で
過

去

に
悪
を
作
し
た
者
」
で
あ
る
。

こ
の

「
仏
道
を
求

め
る
」

と
は
作

仏
を
求

め
る

こ
と
を
意
味

す
る

の
で
、
「
仏
道

を
求

め

る
」
と

は

「菩
薩
」

を
さ
し
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『
三
品
経
』
の
懴

悔
に

つ
い
て

(藤

近
)

て
い
る
。
…
…

『
舎
利
弗
悔
過
経
』
が
菩
薩

の
た
め

の
悔
過

経
で
あ
り
、
そ

の
点

で
大
乗
経
典

に
属
す

る
こ
と

は
明
白

で
あ
る
。

し
か
し
阿
羅
漢
者

・
辟

支
仏
道
を
求
め
る
者
も
、
本
経

で
は
排
除
さ
れ
て

い
な

い
。

…
…
た
だ

本
経

は
求
仏
道
者
を
対
象

に
し
て

い
る
か
ら
、
阿
羅
漢
道

・
辟
支
仏
道
を
求

め
る

者
も
随
喜

・
勧

請
な
ど
を
行
ず
べ
き

で
あ
る
と
は
説

い
て
い
な

い
。
言

い
か

え
る
と
、
部
派
仏
教

の
立
場

は
尊
敬

を
払

い
な
が
ら
、
菩
薩

の
行
と
し
て
の

三
品
経
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
(
6
)

静
谷
氏
も
指
摘
し
て
い
る

よ
う

に
、
『
舎
利
弗
悔
過
経
』
で
は
、
阿

羅
漢
道

・
辟
支
仏
道
を
求
め
る
者
も
懺
悔
す
る
こ
と
が
説

か
れ

て

い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
心
的
内
容
は
菩
薩
が
真
に
仏
道
を
歩
む
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
無
数
劫
以
来
、
自
ら
犯
し
て
き
た
悪
を
懺
悔
す
る
行

為
が
、
菩
薩
道
の
出
発
点
と
考
え
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
静
谷
氏
の

見
解

に
よ
り
、
大
乗
仏
教
成
立
当
初
か
ら
、
既
に
菩

薩

の
行

法
と

し

て
、
懺

悔
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
懺
悔
に
つ
い
て
、
『舎
利
弗
悔
過
経
』
の
異
訳

で
あ

る

『菩
薩
蔵
経
』
や

『
大
乗
三
聚
懺
悔
経
』
で
は
次
の
よ
う

に
説

い
て
い

る
。是

時
長
老
舎
利
弗
承
仏
神
力
。
即
従
坐
起
。
偏
祖
右
肩
右
膝
箸
地
。
合
掌
礼

仏
白
仏
言
。
世
尊
。
云
何
善
男
子
善
女
人
懺
悔
滅
罪
。
速
得
三
藐
三
菩
提
。

仏
告
舎
利
弗
言
。
人
欲
学
三
藐
三
菩
提
。
或
声
聞
乗
人
。
或
縁
覚
乗
人
。
或

大
乗
人
。
或
余
衆
生
。
応
誦
十
方
十
世
界
十
仏
名
号
。
…
…

一
日

一
夜
六
時

行
道
礼
拝
。
偏
祖
右
肩
右
膝
著
地
合
掌
向
仏
而
説
此
言
。
…
…
我
従
無
始
生

死
以
来
所
造

悪
業
。
為

一
切
衆
生
障
擬
。
或
起
貪
或
起
瞋

或
起
癡

。
不
識
仏

法
僧
。

…
…
我
今

日
在
諸
仏
前
。
発
露
懺
悔
不
敢
覆
蔵
…
…
如
過
去
未
来
現

在

三
世
諸
菩
薩
摩
訶

薩
為
修
行
菩
提
。
已
懺
悔
当
懺
悔
現
懺
悔
。
我
亦
如
是

懺
悔
誓

不
敢
作
。

…
…
(
7
)

『菩
薩
蔵
経
』

爾
時
長
老
舎
利
弗
在
彼
会
坐

。

承
仏
威
神
従

坐

而

起

。

偏

袒
右
辺
右

膝
箸

地
。
合
掌
向
仏
而
是

言
。
我
於
今

者
欲
有
所
問
。
願
仏
聴
許
為
我
解
釈
。
爾

時
仏
告
舎
利
弗
言
。
汝
舎
利
弗

。
恣
汝
所
問
。
我
当
解
釈
令
汝

心
喜

…
…
若

善
男
子
善
女
子
等
。

云
何
欲
住
於
声
聞

乗
辟
支
仏
乗
及
住
大
乗
。
是
衆
生
等

有
諸
業
障
。
云
何
懺

悔
云
何
発
露
。
謂

煩
悩
障

諸
衆
生
障
法
障
転
後
世
障
。

云
何

懺
悔
云
何

発
露
。
…
…
応
於
昼
夜
各
在

三
時
従
坐
而
起
偏
見
祖
右
辺
右

膝
著

地
。
合
十
指
掌
応
作
是
言

…
…
若
復
未
識
仏
時
。
未
識
法
時
。
未
識
僧

時

…
…
如
是

一
切
所
作
衆
悪
。
今
於

一
切
仏
世
尊
前
発
露

懺
悔
…
…
如
是
等

業
応
受
悪
報
。
若
復
現
受
若
当
来
受
…
…
応
当
如
是
懺
悔
業
障
。
如
是
発
露

不
応
覆
蔵
。
…
…
(
8
)

『大
乗
三
聚
懺
悔
経
』

『
菩
薩
蔵
経
』
や

『大
乗
三
聚
懺
悔
経
』
は
、
『
舎
利
弗
悔
過
経
』
よ

り
も
、
成
立
は
新
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
(
9
)

し
か
し
な
が
ら
、
基
本

的
な
思
想
は
同
じ
で
あ
り
、
悪
を
懺
悔
し
な
が
ら
、
仏
道
を
求
め
る
こ

と
で
あ
る
。
た
だ
し
相
違
点
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
『
舎
利
弗
悔
過
経
』

が
、
単
に
悪
を
懺
悔
す
る
と
言
う
消
極
的
な
表
現
に
留
ま
っ
て
い
た
の

に
対
し
て
、
『菩
薩
蔵
経
』
と

『大
乗
三
聚
懺
悔
経
』
で
は
次

の
よ
う

な
述
語
が
頻
繁

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

(1
)

悪
業

・
十
不
善
道

・
身
三
口
四
意
三
業

・
諸
悪
業

・
諸
罪
業

・
業
障
磯

・
諸
悪
業
障

・
一
切
業
障

『
菩
薩
蔵
経
』

2
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(
2

)

業

障

・
身

業

・
口
業

・
意

業

・
悪

業

・
煩

悩

障

諸

衆

生

障
法

障

転

世

障

・
一
切

法

障

『
大

乗

三
聚

懺

悔

経
』

こ

の

二
経

で

は
、

こ
れ

ら

の
言
葉

で
示

さ

れ

る

よ
う

に
、

懺

悔

す

べ

き

悪

の
内

容

を

人
間

の
業

の
側

面

か

ら
捉

え

て

い

る
。

ま

た
、

こ

の
よ
う

な

悪
業

を
懺

悔

す

る

こ

と

は

『
十

住

毘

婆

沙

論

』

「
除

業

品

」

に
も

見

ら

れ

る

。

我
於
二
無
始
生
死
已
来

一所
レ
起
罪
業
。
為
二
貪
欲
瞋
恚

愚
癡

一所
逼
故
。
或
不
レ

識
レ
仏
不
レ
識
レ
法
不
レ
識
レ
僧
。
或
不
レ
識
二
罪
福
或
身

口
意
多
作
二
衆
罪
一
。…
…

或
自
行
二
十
不
善
道
一
。…
…
今
以
二
是
罪

一於
二
現
在
諸
仏
知
者
見
者
証
者
所
一
。

尽
皆
発
露
不
二
敢
覆
蔵
一
。従
レ
今

已
後
不
二
敢
復
作
一
。

…
…如
下
過
去
現
在
未
来

諸
菩
薩
求
二
仏
道

一者
。
懺
二
悔

悪
業
罪

一
。已
懺
悔
今
懺
悔
当
懺
悔
我
亦
如
レ
是

懺
二悔
悪
業
罪
一不
二敢
覆
蔵
一後
不
二敢
復
作
一
。

『
十
住
毘
婆
沙
論
』

に
お
い
て
も
、
『菩
薩
蔵
経
』
や

『大
乗
三
聚
懺

悔
経
』

に
説
か
れ
て
い
る
懺
悔
の
内
容
を
引
用
し
な
が
ら
、
悪
業
の
除

去
を
強
調
し
て
い
る
。

さ
ら

に

『十
住
毘
婆
沙
論
』
は
、
懺
悔
と
業
障
に
つ
い
て
、

於
二諸
福
中
一
。
幻
懺
悔
福
徳
最
大
。
除
二業
障
罪
一故
。
得
下善
行
二菩
薩
道
一行
勧

請
随
喜
廻
向
一与
二
空
無
相
無
願
一和
合
無
占異
。
(
1
1
)

と
述
べ
て
お
り
、
人
間
の
罪
業
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
大
の

福
徳
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

悪
業

を
戒
め
る
傾
向
は
、
初
期
大

乗
経

典

で
あ

る

『般
若
経
』
や

『十
地
経
』
等
に
も
、
十
善
業
道
や
十
不
菩
業
道
と
し
て
見
る

こ
と
が

『
三
品
経
』
の
懺
悔
に
つ
い
て

(藤

近
)

で
き

る

。

例

え
ば

、

『
道

行

般

若

経

』

で

は
、

…
…
当
十
戒
。
不
殺

生
強

盗
婬

逸
両
舌
嗜
酒
悪

口
妄
言
綺
語
。
不
嫉
妬
瞋
恚

罵
署
詈不
疑
…
…
(
1
2
)

と

言

う

よ

う

に
、

戒

め

の
徳

目

を
十

戒
、

す

な

わ

ち
十

善

道

か
ら

説

い

て

い

る
。

『
大

品

般

若

経

』

で

は
、

菩
薩
摩
訶

薩
以
下
応
二
薩
婆
若

一心
上
。自
行
二
十
善
道
一
亦
教
三
他
行
二
十
善
道
一
。

以
二無
所
得
一故
。
是
名
二菩
薩
摩
訶
薩
 
羅
波
羅
蜜
一
。
(
1
3
)

と
言
う
よ
う
に
、
菩
薩
は

一
切
智

に
基

づ

い

て
、

自
ら
十
善
道
を
行

じ
、
他
に
も
十
善
道
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
れ

が
、
戒
波
羅
蜜
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て

い
る
。
ま
た
、
『十
住
経
』

で
は
、
我
今
当
自
住
十
善
法
。
亦
当
為
人
説
諸
善
法
。
示
正
行
処
。
何
以
故
。
若
人

自
不
行
善
。
為
他
説
法
。
今
住
善
者
。
無
有
是
処
。
(
1
4
)

と
説
か
れ
て
お
り
、
自
ら
が
十
善
を
守
る
こ

と

に
よ
っ
て
、

は
じ

め

て
、
他
に
十
善
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
理
由

を
述

べ

て
い

る
。

つ
ま
か
、
自
分
自
身
が
善
い
行
為
を
し
て
な
け
れ
ば
、
他
に
対
し

て
悪
い
行
為
を
戒
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
初
期
大
乗
経
典
で
は
、
菩
薩
行

を
身
口
意
の
三
業
と
関

連
す
る
十
善
や
十
悪
の
側
面
か
ら
捉
え
た
り
、

戒
波
羅
蜜
の
倫
理
的
徳

目
の
実
践
と
し
て
示
さ
れ
る
場
合
が
多

い
。
(
1
5
)

い
ず
れ
に
し
て
も
、
菩
薩
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『三
品
経
』
の
懺
悔
に
つ
い
て

(藤

近
)

道
を
妨
げ
る
悪
業
を
戒
め
る
た
め
に
説
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
『三
品
経
』
の
懺
悔
に

つ
い
て
、
静
谷
氏
の
認
定
し
た

『舎

利
弗
悔
過
経
』
や
、
そ
の
異
訳
で
あ
る

『菩
薩
蔵
経
』
、
『
大
乗
三
聚
懺

悔
経
』
を
中
心
に
し
て
論
じ
て
き
た
。
そ
の
特
徴
は
、
菩
薩
道
を
歩
む

者
が
、
諸
仏
に
対
し
て
、
昼
夜
三
回
づ

つ
、
無
始
以
来
か
ら
犯
し
て
き

た
多
く

の
悪
業
を
懺
悔
す
る
も
の
で
あ

る
。

一
方
、
『
律
蔵
』

の
波
羅

堤
木
叉
で
は
、
比
丘
が
戒
律
を
破

っ
た
際
に
、
清
浄
な
る
比
丘
や
僧
伽

の
前
で
懺
悔
を
行
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ

懺
悔
で
は
あ

っ
て
も
、
『
三
品
経
』
に
説
か
れ
る
懺
悔
と
大
派
仏
教
で

行
わ
れ

た
懺
悔
に
は
、
内
容

の
上
で
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

平
川
氏

は
、
懺
悔
を
修
行
法
と
す
る
の
は
大
乗
独
自

の
も
の
で
あ
り
、

部
派
仏

教
で
は
懺
悔
を
行
法
と
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
(
1
6
)

い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
初
期
の
大
乗
仏
教
に
お
い
て
、
懺
悔
の
行
法

を
実
践
す
る
主
体
者
は
、
深
い
罪
業
を
意
識
し
て
い
る
凡
夫
の
諸
菩
薩

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
菩
薩

た
ち

は
、
昼
に
三
回
、
夜
に
三
回
、
『
三

品
経
』

を
読
誦
し
て
、
自
ら
懺
悔
を
行
い
、
よ
り
強
く
菩
提
心
を
求
め

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
懺
悔

の
行
法
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

っ
て
、

心
は
清
浄
に
な
り
、
ブ

ッ
ダ

の
説
か
れ
た
法
の
真
意
を
次
第
に
理
解
し

て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

2

平
川

彰

『
初
期
大
乗
仏
教

の
研

究
』

(春
秋
社
)

一
三
三
頁
参
照
。

『
初
期
大
乗
仏
教

の
研
究
』
Ⅱ

(春
秋
社
)

一
　一
五
頁
参
照
。

3

大
正

一
二

・
一
八
下
～

一
九
上
。

4

静
谷
正
雄

『初

期
大
乗
仏
教

の
成

立
過
程
』

(百
華

苑
)

一
　一
八
頁
～

一
二
六
頁
参
照

。

5

大

正
二
四

・
一
〇
九
〇

上
～
中
。

6

静
谷

前
掲
書

二
二
一
頁
参
照
。

7

大
正

二
四

・
一
〇

八
六
下
～

一
〇
八
七
中
。

8

大
正

二
四

・
一
〇
九

一
中
～

一
〇
九
二
下
。

9

静
谷

前
掲
書

一
二

二
頁
～

一
二
六
頁
参
照
。

10

大
正
二
六

・
四
五
中
～
下
。

11

大
正
二
六

・
四

八
中
。

12

大
正
八

・
四

五
四
中
。

13

大
正
八

・
二
五
〇

上
。

14

大
正

一
〇

・
五
〇
四
下
。

15

平
川

彰

『
初
期
大
乗
仏
教

の
研
究
』
(春
秋

社
)
四
二
二
頁

～
四
七
四

頁
参

照
。

16

平
川

彰

『
初
期
大
乗
仏
教

の
研
究
』
Ⅱ

(春
秋
社
)

一
一
四
頁
～

一

一
七
頁
参
照
。
「
懺
悔
と

ク
シ
ャ

マ
」
法
華

文
化
研
究

(第

二
号

)
七
頁
～

一
〇
頁
参
照
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

『
三
品
経
』
、

大舎

利
弗

悔
過

経
』
、

『
菩
薩
蔵
経
』
、

『
大
乗

三
聚
懺
悔
経
』
、

懺
悔

(大
正
大
学
副

手
)

1

平
川

彰

『
律
蔵

の
研
究
』

(
山
喜

房
)
四

一
七
頁

～
四
七
八
頁
参
照

。
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